
 

 文
学
教
養
講
座 

 
 

 

主
催 

中
央
市
立
玉
穂
生
涯
学
習
館 

演
題
「
白
磁
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い
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日
時 

令
和
七
年
六
月
十
四
日
（
土
） 

時
間 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
（
受
付 

午
後
一
時
～
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

場
所 

玉
穂
生
涯
学
習
館 

二
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル 

定
員
一
八
〇
名 

◎
玉
穂
生
涯
学
習
館
の
駐
車
場
が
満
杯
の
場
合
は
、
道
向
い
に
あ
る
玉
穂
支
所
裏
側
の
駐
車

場
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
正
面
は
、
児
童
館
利
用
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

◎
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

 
 

 
 

※
問
い
合
わ
せ
先 

２
３
０
❘
７
３
０
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【
講
師
紹
介
】
江
宮
隆
之
（
え
み
や
・
た
か
ゆ
き
） 

山
梨
県
生
ま
れ
。
作
家
。
山
梨
日
日
新
聞
記
者
・
東
京
支
社
長
・
論
説
委
員
長
な
ど
を
経
て
独
立
。『
経

清
記
』
で
歴
史
文
学
賞
、『
白
磁
の
人
』
で
中
村
星
湖
賞
受
賞
。『
白
磁
の
人
』
は
映
画
化
さ
れ
る
。
他
に

作
品
は
『
花
の
歳
月 

武
田
勝
頼
』『
天
下
の
雨
敬 

明
治
を
拓
く
』『
政
治
的
良
心
に
従
い
ま
す 

石
橋

湛
山
の
生
涯
』
『
満
洲
ラ
プ
ソ
デ
ィ 

小
澤
征
爾
の
父
・
開
作
の
生
涯
』
な
ど
１
０
０
冊
あ
ま
り
。
ま
た

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
歴
史
人
」
な
ど
で
歴
史
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
中
。 

【
講
師 

江
宮
隆
之
氏
よ
り
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
年
２
０
２
５
年
は
、
様
々
な
出
来
事
の
節
目
の
年
で
す
。
「
昭
和
１
０
０
年
」
で
あ
り
「
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
８
０

年
」
。
そ
し
て
「
日
韓
国
交
正
常
化
６
０
年
」
で
も
あ
り
ま
す
。
日
韓
基
本
条
約
が
結
ば
れ
た
の
は
、
昭
和
４
０
年
（
１
９

６
５
）
６
月
２
２
日
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
や
っ
と
明
治
４
３
年
（
１
９
１
０
）
８
月
の
「
日
韓
併
合
条
約
」
が
５

５
年
ぶ
り
に
失
効
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

日
本
と
韓
国
（
朝
鮮
）
の
間
に
あ
っ
た
不
幸
の
種
は
取
り
除
か
れ
ま
し
た
が
、
今
も
な
お
両
国
の
間
に
は
「
不
信
感
」

や
「
憎
悪
」
ま
で
も
が
一
部
に
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
両
国
を
愛
し
た
一
人
の
日
本
人
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、『
白
磁
の
人
』
の
主
人
公
「
浅
川
巧
」
と
い
う
、
奇
跡
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。
浅
川
巧
は
、
現
在
の

韓
国
で
も
日
韓
両
国
の
友
好
に
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
年
前
に
は
日
本
の
中
学
校
教
科
書
に

も
登
場
し
ま
し
た
。 

 

日
韓
の
国
交
正
常
化
６
０
年
と
い
う
今
年
、
改
め
て
も
う
一
度
、
浅
川
巧
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
浅
川
巧
の
他
の
側
面
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 


